
自立活動 

身体の動き（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

所属 

小学部１年 

ねらい 

・指先でつまむ動作の練習をする。 

・手元に集中する練習をする。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

 

 

ひとこと！ 

プットインの教材は見かけますが、プットアウトの教材はあまり見かけなか

ったのでご紹介します。内容が単純でわかりやすいので、様々な実態のお子

さんにもできる内容だと思います！子どもたちは、自分で取り出した木のボ

ールが転がる様子を興味深く見ています。       

 

【教材紹介】 
・木の球 10 個 
（100 均のものを使いました。） 
・木の球がちょうど入る大きさ、
深さの土台 

【使い方】 
指先で球を掴んで取り出す。 
 

【効果】 
球が滑りやすいので、指先の力を使わ
ないと取り出すことができない。 
何度も繰り返すことで、自然と指先の
力や使い方が身に付き、つまむ動作が
できるようになる！ 

【児童の共通の実態】 
指先の力が弱く、ランドセルの金
具の開け閉めや、かかとを入れて
靴を履くことが難しい。手元に集
中することが難しい。 



自立活動 
環境の把握（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と 

状況に応じた行動に関すること 

身体の動き（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

所属 

小学部２年 

ねらい 

・手元をよく見ながら、手先や手のひら全体、両手を使って、物を

つまんだりつかんだりねじったり開けたりすることができる。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

【自立活動の時間の指導で実践】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとこと！ 

児童がやってみたい、自分でもできるかなあという、意欲をくすぐ

るものを設定すること！  そこで決まる！ 

 

容器の蓋開け 

手を開かないと持てない大きさの物、左手で支え

て右手の手のひら全体に力を入れないと開かな

い物を準備し、物を移したり、ねじって開けたり

する作業の課題を設定する。 

あああ 

開けたいと子どもたちが

思えるように容器の中に

は、大好きなスーパーボー

ルを入れています。 

手動シュレッダー 

手動のシュレッダーで、あえて左手で押さえてお

かないと、蓋が外れたり、右手のレバーが回りに

くかったりするものを準備し、両手を使い、押え

る、回す作業を設定する。 



自立活動 
人間関係の形成       （1）他者とのかかわりの基礎に関すること 

コミュニケーション（1）コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

（4）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

所属 

小学部３年 

ねらい 

・身近な教師や友達に挨拶をする。 

・コミュニケーションカードを用いて、自分の要求を言葉で伝える。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

ひとこと！ 

発語の少ない児童も、入口のイラストカードを指差して挨拶をしよ

うとするようになりました。友達同士の挨拶は、（教師が介入しな

がら行っていますが）お互いに笑顔が見られています。 
 

 

 

 

教室の入口に、「おはようございます」の

イラストカードを貼っています。登校時、

挨拶をして入室しています。 

（名前）〇〇 〇〇 

挨拶の練習～個別の学習の中で～ 

①先生や友達の顔写真を用いて、名前

を言う練習をしています。 

②イラストカードの顔の上に友達の

顔写真を置き、「○○さんおはよう」

と言う練習をしています。 

③実際に、友達に「〇〇さんおはよう」

と言いに行っています。 

【給食配膳カード】 

食物アレルギーがある児童（指定のお盆を

使用）なので、自分の名前を言って、「お盆

とスプーンをください」と係りの先生に伝

え、カードを渡しています。 

＊配膳ミスの防止にも役立っています。 



自立活動 
環境の把握（１）保有する感覚の活用に関すること 

     （４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握 

と状況に応じた行動に関すること 

身体の動き（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

コミュニケーション（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

所属 

小学部 3 年 

ねらい 

・簡単な動きの模倣を通して、 

相手を注視すること、身体の各部位を意識して動かすこと、姿勢

を意識してバランスをとることを目指す。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

 

【児童の実態、ねらう効果】 

・姿勢が崩れやすい 

→ 体幹を鍛えたり、足を踏ん張ったりする 

・模倣が苦手 

  → 相手の動きに注目して、大きな動きを真似る 

・動きが多い 

  → 身体をゆったり伸ばす 

 

【手立て】 

・5 つのポーズを 10 カウント、２回ずつ行う。 

・手本は教師がする。 

・身体を伸ばす動き、体幹を鍛える動き、柔軟を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

ひとこと！ 

・繰り返すことで、動きの模倣ができるようになってきた。 

・以前より片足で立ったり、片手で体を支えたりできる時間が長く

なった。 



自立活動 
人間関係の形成      （２）他者の意図や感情の理解に関すること 

コミュニケーション（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること 

所属 

小学部４年 

ねらい 

・自分や相手の言動を振り返り、自分の気持ちを理解したり、その

状況に応じた関わりを教師と一緒に考えたりする。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

【児童の実態】 

 友達と仲良くしたい気持ちはあるが、自分の気持ちの表出がうま

くできず、友達と遊んでいるときに泣いてしまったり、不適切な発

言をしてしまったりすることがある。 

【自分の気持ちの振り返りの時間】 

ひとこと！ 

 気持ちのフィードバックをすることで、児童に「友達と仲良くす

るためにはどうしたらいいだろう？」という気持ちが芽生え、自分

から友達に対して、優しい言葉かけを心がけてくれるようになりま

した！ 
 

  ・教師と会話をするなかで、本人の気持

ちを聞き取り、教師が文字にする。 

 ・本人が言葉にするのが難しい時には、

教師が選択肢を考え、本人が一番近いと思

った気持ちを選んでもらう。 

  ・必ず、「どんな気持ちになったのか」「ど

んな気持ちだったのか」を３つくらいの表

情のイラストから児童が選ぶようにして

いる。教師が描いたイラストに該当するも

のがなかった場合は、絵を描くのが得意な

ので、本人に描いてもらうようにしてい

る。 



自立活動 

人間関係の形成（４）集団への参加の基礎に関すること 

身体の動き  （１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

所属 

小学部５年 

  

ねらい 

・体の部位を意識して姿勢を保持する 

・「順番」「指示に従う」などの活動上の約束を守る 

・「自分でする」「先生に手伝ってもらう」を自分で決めて伝える 

・楽しさを周囲と一緒に味わい、集団でも安心して活動できる 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

【バランスゲーム（ツイスターゲームのような活動）】 

（場面）自立活動の時間にクラス全員で取り組んでいる。1 人 1 人の目標を達成できる活

動として設定した。 

（実態）教師の動きを模倣したとき体が伸びず、小さい動きになる／集団になると不安が

強く、教師の指示が通らない／適切に支援を求められず自傷や他害をする／クラス内で子

供同士の自発的な関わり合いが少ない 

（進め方） 

① 1 人ずつ呼名する。 

② 児童は、自分だけでするか教師と一緒に行うかをコミュニケーションカードで選ぶ。 

③ 教師が「右手を黒の丸に置きましょう」と色と形の指示を出す。必要な児童には指示

した後に隣で教師が動きの見本を見せて模倣させる。 

以上の流れで進めた。安心して取り組めるように、手足を置く場所は個人の実態に合わせ

て教師が意図的に設定した。また、手足を置くマットは、同じ色と形の組み合わせがない

ように準備した。 

繰り返し取り組むことで安心して積極的に活動できるようになった。また、コミュニケ

ーションカードがあることで支援を求められない児童も教師に協力を依頼できた。 

さらに、活動に慣れてきた段階で、指示カードを準備した。 

子どもたち同士で指示を出し合い、仲良く関わり合うことがで 

きた。 

 

    

 

 

 

 

 
 

   

↑挑戦する難易度を★で表したカードを選ばせている   ↑最初は先生が指示していたが、活動に慣れたことで 

                                児童が次の児童にしてほしいカードを選んで指示するようになった。 

                                次の児童は選ばれたカードに嫌がることなく挑戦し、仲良く取り組めている。 
ひとこと！ 

 集団ですることの良し悪しがあるので、最初の計画と日々の修正が大事だなと感じてい

ます。 

 

 

    

     

     

      

      

      

      

      

       

     

     

     

     

    

      

       

    

＜指示カード＞ 



自立活動 
心理的な安定（１）情緒の安定に関すること 

コミュニケーション（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること 

所属 

小学部 6 年 

ねらい 

・授業中に不穏になる児童に対して、適切なカームダウンの方法を

視覚的に示し、落ち着いて学習に取り組めるようにする。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

 

＜使い方＞ 

・授業中など不穏になったときに 

カードを教師に渡し、カームダウン 

スペースで落ち着く。 

タイマーが鳴ったら戻り、教師に 

報告する。 

⇒自立活動の時間に約束や手順を 

決め、一連の流れを行い、 

カームダウンの練習を行った。 

 

＜実態＞ 

授業中に苦手な活動があったり気持ちが逸れたりすると、外に飛び

出そうとし、教師から止められることでさらに不穏になる。 

＜効果＞ 

教室からいったん出ることを認めてもらうことで、気持ちが落ち着

き、教室に戻ると活動を再開できた。「活動を最後まで頑張ると、決

まった時間に好きな虫取りができる」という約束も合わせて行うこ

とで、見通しをもち授業に参加しようとしていた。 

 

＜配慮点＞ 

周囲の教師にも周知し、見守ってもらうようにした。 

不穏の原因を探り、活動量の調整や教材の工夫も同時に行った。 

ひとこと！ 

これがあれば落ち着く、という方法を児童自身が分かっているの

で、イライラする前に伝えることができるようになりました。 



自立活動（心理的な安定） 

(３)障害による学習上または生活上の困難を改善・克服す

る意欲に関すること 

自立活動（身体の動き） 

(５)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

所属 

中学部 １年  

ねらい 

・生徒が自身の得意な方法を生かして、与えられた仕事を自分の力で取り組むことができ

る。 

カレンダーづくり    

実態：視写ができる。支援者の言葉かけなしで一人で活動することができると、安定し 

て活動することができる。 

効果：活動の始めから終わりまで支援者の言葉かけなしで取り組むことができ、気持ちを

安定させることができる。本人が得意な動きを生かして活動し、集団の中で役割を

持って取り組むことができる。 

活動：左に今から書く色紙、真ん中にめくり式のお手本（単語カード）を一枚ずつめく 

ってマーカーで書く。右に書いた数字や曜日の色紙を入れるよう場を設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材：単語カード、マジックペン、５ｃｍ四方の折り紙（市販） 

ひとこと！ 

横に支援者がいなくても担当した仕事を一人で最後まででき、報告できるの

で、生徒からは「一人でやれた!(^^)!」という充実感に満ちた笑顔が出ました。 

 

曜日（月・火・水・木・金 

・土・日） 

を１枚ずつ書いていく 

日付け（１～３１） 

量が増えても範化できる 

最後のページは裏表紙に報告の言葉を… 



自立活動（人間関係の育成） 
（１）他者とのかかわりの基礎に関すること 

（４）集団への参加の基礎に関すること。 

自立活動（コミュニケーション） 
（２）言語の受容と表出に関すること 

所属 

中学部  ２年 

ねらい 「友だちづくりのスキル」 

・友だちに自分のことを分かりやすく話したり、聞きとったりして

いろいろな友だちと交流する。 

・ロールプレイングすることで、相手に伝わりやすい話し方を知る。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

 

〇友だちづくりのスキルをテーマに「気持ちのいい 

あいさつをしよう」では、基本の１日のあいさつを、 

相手に伝わるようにロールプレイを入れて行った。 

明るい生徒たちだが、特定の生徒と関わることが多 

く、友だちの幅を広げて互いに困っているときに、 

手を差し伸べたり協力したりしてほしいと思った。 

 

〇さらに、関係が深まる自己紹介の発展として、 

「さいころトーク」を行った。 

右のようにさいころの６項目でワークシートに答え 

と理由を書いておき、順番に大きいさいころを転が 

し、みんなに発表していった。 

 

 

 

ひとこと！ 
・さいころトークの６項目の質問は「山と海どちらが好きか」など、答えや

すい生徒の嗜好や日常生活で設定して、なぜ好きなのか質問したりする活動

に発展させたらよいと思った。 

        
       

       

       

     
       

      
         

        

         

       

     

      
         

     

         

                 

               

                       
           

                         

        

           
 

    

                      

                 

 
              

                 

 
 

                 
  

                

 
    

                 

        

       
      

       
                               
        

                       

                             
       



自立活動（環境の把握） 
（１）保有する感覚の活用に関すること 

自立活動（身体の動き） 
（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

所属 

中学部 ３年 

ねらい 
・姿勢や歩行の安定 

・大腿や姿勢保持に関わる筋肉群を使い、鍛える。 

・前傾姿勢を保持したり、両手でバランスを保って物を支持したりする。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、 

ねらえる効果 配慮点など） 

 

⚫ 一定時間以上の姿勢保持に課題を持っている。また、

歩行についても転倒しやすく不安定で、常時支援者が

横についている。 

 

⚫ ワークシステムを理解して、自分から国数（ワーク）の

課題を取ってくることができる。 

 

⚫ 自ら課題を取ってくることができることを活かして、ワー

クの設置場所を低い場所にして、腰の上下運動・膝の

屈伸運動（スクワット）を行う状況を作っている。 

 

⚫ 毎日、国数（ワーク）の課題に取り組む時間を設定し、

毎日、狙った運動を行う時間を確保している。 

 

⚫ 両手でしっかり持たないとワークが落ちるお盆を用意

し、それを運ぶようにしている（バランス感覚）。 

ひとこと！ 

毎日行う行動に仕組むことで、継続的な積み重ねができます。 

 



自立活動（健康 保持） 

（１）生活   ム 生活習慣 形成に関     

所属  

高等部１年 

ね   

  ブラックライト 手洗 チェッカーを使  手洗  大切 を視覚的に理解  

正  手洗  方法を身に       

（ど  場面  児童生徒 実態 ね え 効果 配慮点 ど） 

ど  場面（活動内容） 

・ 手洗 チェッカー 手に見え  汚れを        手を洗   

・ ブラックライトを当   洗 残     ど  を確認    

・ 自分 洗 方を  返  次 手洗 に生    

 

生徒 実態 

・ 言葉   取    2〜3語 要求を伝え れ   

・ お ゃ     授業  話       多   

・ 数字     ひ   ・カタカナ 簡単 読  可能  

・ 注意 散漫に    く 衝動的に動く       

・ 衣服 前後を間違え   他人 服を着           

・ 終   程度 判断 難 く手洗 ・歯磨  教師 仕上げ 必要  

 

ね え 効果 

・ 自分 手洗  結果を目 見 確認     

・ 正  手 洗 方を少 ず 覚え 衛生習慣 身に く  

・ 興味   「数字」 「光」を使    学習意欲 高    

・ 教師 援助を受      自分 考え 行動  力 育   

 

配慮点 

・     発作に      よ  光 当 方 時間に留意    

・ 短 言葉 絵カードを使  分    く指示    

・ 活動を短く区切  見通 を持  よ に    

・ 洗 残  必ず教師 確認・仕上げを行   

ひ     
「自分     」   経験を大切に     日々 生活   自立へ    支援を行 

     視覚的に分  体験を通   衛生行動へ 意識 高      今後  生活  

 繰 返 練習  習慣化に  げ        



 

自立活動（身体の動き） 

（１）姿勢 運動・動作 基本技能に関     

所属 

高等部１年 

ねらい 

・目的に合わせて自分の身体をコントロールする力を高める。 

（どんな場面で、児童生徒の実態、ねらえる効果 配慮点など） 

○じゃんけんゲーム 

 1 分間、ルールやお題を決めてじゃんけんをする。 

 

 

 

 

 

※クラス全体で行うが、支援が必要な生徒には、個別に対応し、生徒の 

ペースで取り組む。 

○ 体幹チャレンジ 

イラストのポーズをみんなで１０秒キープ。 

 

 

 

 

※各生徒に合わせて、できる範囲（上半身だけ、下半身だけ、5秒キープ）で

取り組む。 

≪配慮点≫ 

・思わず身体を動かしたくなるような、興味を引く教材を準備する。 

・挑戦しようとする意欲や頑張りを褒め、自己肯定感を高める。 

・転倒や怪我がないよう、環境整備や補助を十分に行う。 

ひとこと！ 

どの生徒も参加でき、生徒の「やりたい！」を引き出し、「できた！」につな

げる支援を。 
  



自立活動 

（人間関係 形成）（４）集団へ 参加 基礎に関     

（コミュニケーション）（４）コミュニケーション手段 選択 活用に関     

所属 

高等部 1年 

ねらい 
・教師 説明を聞 ルールを理解  グループ別に「マシュマロゲーム」に挑戦    

・ 人 人 違 意見を        自分 意見 常に正    限     にゲーム 

ルールを通  気付  集団   他者 協力  マシュマロタワーを完成    

（ど  場面  児童生徒 実態 ね え 効果 配慮点 ど） 

○マシュマロゲーム  …マシュマロに乾麺を刺    タワーを作  タワー 頂点に マシュ

マロを必ず乗  ゲーム  れを２グループに分 れ ど   よ 高 自立可能 タワーを作

        戦略を話 合  意見交換    を目的に  チームビルディングゲーム  

①自由 雰囲気 発言   よ に クイ 形式  「物事に対  見方 考え方  人 人

違    」   例を提示     例：錯覚画像 ト ックアート ど 

②ゲーム 説明を   グループに分  時間を決め  ゲームを    

※グルーピング 大切 各生徒 性格を把握  特に「男女比」 「自己主張 強 生徒」

「緘黙   生徒」「    意見を言え  生徒」 配置に 配慮   意見を出  

 を促  くれ よ  生徒  緒に    コツ  

③途 経過を教師 アナウンス  各グループ 取 組 を促   

④時間 来   各グループ 完成具合を確認  感想 意見を出 合   

ひとこと！ 
 最初 意見          ず活動 停滞    他 グループ 進捗状況 ど

を見    試行錯誤を  姿 見 れ  意見を出 合  試行錯誤  過程 大切

    完成       を目標に   よ に教師 言葉掛  励   必要    
  

確 

   物で  で い ま  が、    なでやって たい題 が りましたので、

この  での やって たいと います。

   で  りま  。 えを えたり、   れたりして課題を解 することが  

です。

  手に えるとき   か か   を使います。 ク ク     です。

（  ス  ー、  でも  ）

  手の え  きます。 定 しない。

    

             

       

     

                

    

          

                  

 ー 

    ー に、 ス  テ ー    テー 、 、 シ     を用意し

ます。

   時間  分   分  クラスで  を て り上 てく  い

 ス  ッテ  やテー 、   ったり ったりして使用していいです。

 ス  ッテ ー を に 定するの   です。

  シ    一 上にの てく  い。

          

           

         

           

      

クラスで つの ームに分 てく  い

生徒に提示する教材の一部↓ 



自立活動 

（環境 把握）（４）感覚を総合的に活用  周囲 状況 把握

に関     

（コミュニケーション）（２）言語 受容 表出に関     

（５）状況に応じ コミュニケーションに 

                       関     

所属 

高等部２年 

ね   

•色 位置を思 出    塗     記憶を整理  力を育    

•色を塗 過程を友達 共有      コミュニケーション力を高め   

（ど  場面  児童生徒 実態 ね え 効果 配慮点 ど） 

【生徒 実態】 

・パンダ 信号機 色 思 出 ずに固      生徒     

・ 色 選択 迷  自信を持 ずに消極的に  児童     

【支援内容】 

・ぬ え 題材（パンダ 信号機 ど）を提示  「ど  色     ？」  

声  を行   

・必要に応じ ヒント（「学校 近く 信号 ど      ？上  順 に何色？」 

 ど）を与え   

•友達同士 「   青じゃ  ？」「赤   よね」 話 合え よ に促   

【ね え 効果】 

・ヒントを      「自分 考え  

言葉に   」   自信を身に着  れ   

・発言    雰囲気    主体的に参加  

     

【配慮点】 

・   く生徒   話 合     よ   

 教員 声掛  最低限に  ヒントを 

 与え      考え よ 促   

ひ     

生徒同士 話 合 確認 合   楽     取 組        

 



自立活動（健康 保持） 

（１）生活   ム 生活習慣 形成に関      

所属 

高等部２年 

職業コース 

ね   

・不規則 生活 ストレス 多 日常を送    生徒  心 体へ何   影

響 出   傾向に   め 自分 生活 体調を知  対処   よ に   

卒業後 生活にお  心身 健康を維持 増進    周囲 人 よ 良 関係

を保  就労 継続を目指   

（ど  場面  児童生徒 実態 ね え 効果 配慮点 ど） 

・自分自身 気付     に疲れ    困        ど 不調 不快 

原因 ど に   を探  自分 今 状態に気付  解決策を 緒に考え  

     よ に毎日朝登校後チェックシートに記入    

・チェックシートを  に毎日個別に話を聞  振 返  生活習慣を整え 方法

を 緒に考え  シートに記載 れ 内容を基に対話     を作      

    取 を通   自然に自分 考え 思 を伝え れ よ に    

・時間 熱 症対策に    自分 生活を振 返  自分 設定    

・○      く       日常を書く   大切   を個別に伝え   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひ     

生活習慣と体調が密接に関係していることや、心の健康にも影響

することに気づくことができました。 

 



自立活動（コミュニケーション） 

（２）言語 受容 表出に関      

所属 

高等部３年 

ね    

自分 目標を立      意欲的に自分 課題 克服に取 組め よ に    

（ど  場面  児童生徒 実態 ね え 効果 配慮点 ど） 

【生徒 実態】   に声 出     

   自分 気持 を  く伝え れず 緊

張によ  人 固             

・自分 課題を見    めに チェックシー

トを用   セルフチェックを行  結果 自分

 課題  コミュニケーション(自分 気持 

を伝え )     に気づ   最初 メモ

を用  伝え    を伝え よ に   筆

記用具を ぐに取 出  よ に 本人 常

に携帯  おく  

 

・声    に出      相手 肩 背 を指

先 軽く  く（生徒    取        

 め以下     表記）よ に      練習

 何人  教師 背 を           

         振 向     れ    よ

      

・          相手 振 向  自分 方

を見    自信        

・自分 伝え    を書  手紙を渡     

      

・    を繰 返   に 小  声 要望を伝え

 場面 増え     

 

【成果】自分を見 め直 セルフチェックシー

トを用   自分 課題を見   目標を立 

  今回該当生徒  「緊張 どによ 固  

      声 出   場面  自分 気

持 を伝え       よ に  」   

目標に取 組む        

ひ     

 ろ ろ 場面 手紙を渡       自信 出  少 ず 声 出 よ に

     本人 自信に         

＜セルフチェックシート＞ 

＜目標決めワークシート＞ 

＜本人の立てた目標＞ 



 


